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サロン活動紹介サロン活動紹介　　みどりの茶の間みどりの茶の間
　毎月第４水曜日（13：30～ 15：30）緑町文化センターを会場
に活動をしているみどりの茶の間にお伺いしました。
　この日は、三遊亭　慎楽氏による落語口演。軽快なテンポで笑
い声があふれていました。
　その後は、お手製のけん玉でけん玉レース。紙コップ２つ使っ
て作られたけん玉は通常のサイズより大きく簡単そうに見えても
難しく、皆さん悪戦苦闘。練習を挟んでチーム対抗戦を行いまし
た。結果もさることながら、「もう少し上だよ」「できたー」など
お互い声を掛け合って盛り上がっていました。
　落語とけん玉レースで盛り上がり、会場内は熱気にあふれてい
ました。

　８月30日（火）、31日（水）と豪雨で被災され
た村上市へ災害ボランティアバスを運行いた
しました。
　２日間合わせて、参加いただいたボランティア
さん、職員含め総勢11名で活動をしてきました。
　活動は、床下や裏庭に流れ込んだ泥の撤去
作業。被災からもうすぐ１か月が経とうとし
ていましたが、まだまだ被災された方々の生
活再建には多くの力が必要な状況でした。
　また、今回のボランティアバス運行では、
「行きたいとは思っていたが、自分一人で活動
するには不安があった」など想いはあるものの
一人では参加が難しかった方の一歩を踏み出
すきっかけとなることがで
き、良かったです。

　被災された地域の一日も
早い復興を願っています。

災害ボランティアバスを
運行しました

　９月17日(土)瓢湖水きん公園にて、阿賀野市および近隣市郵便局の
局長と家族の有志21名で草刈りボランティアを行いました。当日は、
台風が北上を始め朝から暑い中、活動でたくさん汗を流しました。瓢
湖水きん公園の草刈りは昨年に続き２年目ということもあり、繁茂し
た草も手際よくすっきりとしました。
　このほか、部会では８月の県北豪雨災害で被災した村上市・関川村
へチームを編成し災害ボランティア活動に参加しました。その後も休日に個人で活動を継続している方もいる
そうです。普段、それぞれの郵便局では、常設のフードドライブ（食品の寄付活動）を実施中です。集まった食
料品は、ボランティアセンターやフードバンクにいがたを通じて必要な人にお渡ししています。
　職場の仲間や家族とともに、地域の活動にも皆さん笑顔で取り組んでいます。
　いつもありがとうございます。
　ボランティアセンターは、ボランティ
ア活動に関心のある企業・団体、個人
の皆さんを応援しています。「こんな活
動をしたい」や「なにかできることはある
か」など、お気軽にお問い合わせください。
　阿賀野市ボランティアセンター
　TEL：67-9203 作業開始前に笑顔の一枚

フードドライブは、各
郵便局の営業時間内に
受け付けています。
（写真は京ヶ瀬郵便局）

お手製けん玉お手製けん玉

報告

「下越北地区郵便局長会北蒲南部会」「下越北地区郵便局長会北蒲南部会」職場deボランティア職場deボランティア



ボランティア通信は、ボランティアグループ「うぐいす会」
により音声訳されています。

●休館日です。開所日時　・月曜日～金曜日：午前９時～午後３時30分
　　　　　・第二日曜、第四土曜：午前９時～午後３時

このボランティア通信は、赤い羽根共同募金の助成で発行しています。

　　　　  	

（敬称略）
 善意のご寄付感謝いたしますどれみハウスカレンダー

　どれみハウスは、地域で暮らす障がいのある方とそのご家族
から、のんびり過ごしていただく場所です。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 ● 4 ●

● 7 8 ● 10 11 ●

13 14 15 ● 17 18 ●

● 21 22 ● 24 25 26

● 28 29 30

11月
日 月 火 水 木 金 土

●

● 3 4 5 6 7 ●

9 ● 11 ● 13 14 ●

● 17 18 ● 20 21 22

● 24 25 26 27 28 ●

● 31

10月 【寄付金】８月１日～８月31日受付分
　匿　名（１件）…………………………………1,000円

【寄付物品】８月16日～９月15日受付分
　・リングプル……… 安田建設株式会社、荒木守、
	 レクダンス萌の会、匿名（３件）
　・古切手他………… 株式会社安田クリーン産業、
	 匿名（４件）
　・未使用タオル他… 株式会社安田クリーン産業、
	 匿名（１件）

趣　旨
　地域における、障がい児・者、高齢者、子どもなどの福祉向上に
関わる幅広いボランティア活動を実施する団体に対し助成します。
※令和５年４月～令和６年３月末に実施する事業が対象です。
応募内容
１．助成対象事業
　①子ども・子育て世代の福祉向上に関わるもの
　②高齢者世代の福祉向上に関わるもの
　③障がいや困りごとのある人・支える人の福祉向上に関わるもの
　④地域やコミュニティの活性化に関わるもの
２．助成対象となる団体
　①４名以上のメンバーが活動する団体・グループであること
　　※NPOなどの法人格の有無・および活動年数は問いません
　②連絡責任者は満18歳以上であること
３．助成対象となる経費
　�①旅費・交通費　②備品費　③消耗品費　④制作費（ポスター、パン
フレットなどの制作費用）　⑤通信費　⑥会場費　⑦謝金　⑧その他
４．助成金額　１団体につき30万円を上限
５�．応募方法　所定の申請書に記入のうえ、必ず推薦者（社会福
祉協議会、学校、行政等）からのコメント記入後にキリン・地域
のちから応援事業事務局に直接郵送してください。推薦が必要
となりますので、ご希望の方は早めにお持ちください。
　詳細は財団ホームページよりご確認ください
　→（�https://foundation.kirinholdings.com/

subsidy/r5/index.html）
６．申込期限　令和４年10月31日（月）当日消印有効
７．問合せ先
　公益財団法人　キリン福祉財団事務局
　TEL：03-6837-7013　／　FAX：03-5343-1093

　今年も市内の小・中学校へボランティア体験学
習で訪問しました。車いす・高齢者疑似体験では、
車いすの安全な操作方法や高齢者の気持ちを理解
し、どんなお手伝いができるかを学びました。聴
覚に障がいのある方の生活の講話と手話体験では、
日常で使っている道具の紹介や手話でのあいさつ
と自己紹介を学び、その後クラス全員で自分の名
前を手話で表現しました。視覚に障がいのある方
の講話・点字体験では、盲導犬との生活や一人ひ
とりができるお手伝いの話、点字の打ち方を学び、
最後は自分の名前を点字で打ち、講師の方から読
んでいただきました。
　ボランティア体験学習支援事業は、体験を通し
て「相手の気持ちを理解しやさしい気持ちで人と関
わる」ことを目的とした事業のひとつです。お住ま
いの自治会や子ども会などへも、ご希望がありま
したらおじゃまいたします。

公益財団法人　キリン福祉財団公益財団法人　キリン福祉財団
令和５年度　キリン・地域のちから応援事業令和５年度　キリン・地域のちから応援事業

二次元コー
ドからも
ご確認いた
だけます。

ボランティア体験学習支援事業
助成金の
ご案内

京ヶ瀬中学校京ヶ瀬中学校 堀越小学校堀越小学校

笹岡小学校笹岡小学校


